
厳しい残暑が続いておりますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

夏休みが明け、少しずつ日常のリズムが戻ってくるこの時期、子どもたちはそれぞれのペースで新しい一歩を踏み出

しています。 

また、遊びや活動の中では夏の思い出を楽しそうに話してくれる場面も多く、子どもたちが過ごしてきた時間の豊

かさを改めて感じさせてもらっています。 

9月はまだ暑さが続くうえに、台風や気候の変化など体調を崩しやすい季節でもあります。 

ご家庭でも心配なことや気になる様子がありましたら、どうぞ遠慮なくお知らせください。私たちも、お子さま一人

ひとりの心身の状態にしっかりと目を配りながら、安心して過ごせる環境づくりを心がけてまいります。 

 

今月も、子どもたちにとって楽しく、そして安心できる居場所となれるよう、職員一同努めてまいります。 

どうぞ引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

夏祭り 

今年もやってきました夏祭り！今回の夏祭りは、お祭り定番の射的や千本くじに加え、水鉄砲で隠れ

た魚をひっくり返すシューティングゲーム、ボール運びといったゲームを行い、景品の特賞を狙って盛り

上がりました。 

お昼には、夏祭り特別メニューのちらし寿司や焼きそば、ホットドッグ等を美味しく味わいました。夏祭

りのご飯を楽しみにしている子ども達も多く、施設に到着し、いい匂いがすると『もしかして焼きそ

ば！？』『やったー！』と嬉しそうにする子ども達の表情が印象的でした。 

お昼ご飯を食べ終えたら、いよいよ夏祭り開始！ 

特賞を目指して射的や魚釣り等のゲームを楽しむ子ども達、狙いの景品を取る事で大喜びする子ど

も達、お菓子のつかみ取りや数字合わせ等のお菓子ゲームに参加し、ゲットしたおやつを飲食ブース

で美味しそうに食べる子ども達、と様々な楽しみ方で子ども達は夏祭りに参加しました！ 

今年も暑い中での夏祭りだった為、冷たいおやつを食べて体を休め、元気をチャージする子ども達の

姿もありました！ 
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埼玉県立 川の博物館に行ってきました！ 

施設内には大きな水上アスレチックがあり、思う存分楽

しむ子ども達の姿がありました。ボートに乗り、揺れる感

覚を楽しんだり、水鉄砲で的を狙ったりして遊ぶ皆の笑

顔が印象的でした！ 

博物館内には、虫の標本が多く飾られていました。見た

ことの無い虫に興味津々で「ヘラクレスオオカブトだ！」

等と言いじっくりと見る子ども達でした！暑い中でした

が水や虫に触れる事で涼しさを感じる事ができ、夏の思

い出がまたひとつ増えました！ 

今月の PT コーナー 
今月の PT コーナー 

 

彩では、ランチパーティー等施設で作った昼食に関しては、実費負担な

し(0 円)で提供させていただきます。 

学校休日は、お弁当持参か昼食代をお持ちいただきコンビニ等で昼食を

購入いたします。 

ご要望・お悩み等ありましたら、お気軽に彩の職員までお声かけ下さい。 

 

6日（土） 日原鍾乳洞 

＊入場料として高校生 800円・中学生 600円・小学生 500円

をお持ちください。また、動きやすい服装と運動靴でお越しく

ださい。 

13日（土） おやつ作り  

＊月見だんごを作る予定です！ 

20日（土） 殿入中央公園 

＊動きやすい服装と運動靴でお越しください。 

 

27日（土） ランチパーティー 

9月のイベント 10月のイベント 

月のイベント 4日（土） サイボクの森 

＊中学生以上 400円 

小学生 200円をお持ちください。 

 

11日（土） ランチパーティー 

 

18日（土） 秋葉台公園 

＊動きやすい服装でお越しください。 

25日（土） ハロウィンイベント 

＊当日の仮装は大歓迎です！ 

仮装をする際は動きやすい服装でお願い致します。 

スカート等はスパッツを着用してください。 

※天候や施設の状況により、イベント内容が大幅に変更

になる可能性がございます。 

ご了承ください。 

 

埼玉県立 川の博物館 

 

職員 Aのコーナー 
今回は、自然の中で子どもたちと「夏探しハイキン

グ」を行いました。 

与えられたミッションの通りに外の空気や音、におい、

感触を使って“夏”を探す遊びです。 

「風があったかい」「セミの声がすごい」など、それぞれ

の感じ方に驚きと発見がありました。 

見つけた“夏”を絵に描き、言葉にする中で、表現す

る力や想像力が自然と引き出されていました。 

五感を使った活動は、感覚統合や自己表現の土台づ

くりにもつながります。 

これからも、子どもたちの「感じる力」を育む活動を

考えて参ります。 


